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○ ふれあいバスは、交通空白地域の解消と高齢者や身体障がい者等の交通弱者の支援を目的として、平成12年4
月1日に運行を開始した。当初は1台で3コース、週2日運行を実施し、平成13年11月22日より１台増車し2台運
行としている。

○ 平成25年1月21日より、現在の午前3便、午後2便の1日5便運行としている。運休日については、1台運行時は
公共施設の休館日である月曜日とし、2台目運行開始以降は年末年始のみとしていたが、現在は、利用の少な
い日曜日を運休し、車両のメンテナンスを行っている。

○ 運行開始以降、利用者アンケートや自治会との協議等を経て、利用者の少ないバス停を廃止する一方、旭ヶ
丘口上、旭ヶ丘口下等にバス停を新設するなど利用者の要望を受け改善を続けている。

○ 令和2年5月25日から大島地区及び阿古谷地区におけるデマンド交通実証運行の実施に伴い、デマンド交通実
証運行エリア内を運行しているコミュニティバス「ふれあいバス」を休止し、一部ルートの変更を実施して
いる。

■概要

令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績
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令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績

○ 令和2年度の利用者数は23,582人となり、前年より14,036人（約37.3％）の減となった。また、月別利用者数
では、すべての月において、対前年度比較で減少となった。

○ コロナ禍により、鉄道、バス、タクシー同様に、外出機会そのものが減少したことにより、利用が低迷して
いる。

■年度別月別利用状況

●年度別月別利用状況
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令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績

※夏休み期間中、小・中学生を対象に、バスの乗り方やマナーなど実際に乗車して学んでもらうための「ふれあいバス無料乗車キャンペーン」
を平成２３年から毎年実施してきたが、令和２年度はコロナウィルス感染拡大防止のため、無料乗車キャンペーンを中止した。

○ 令和2年度の運賃収入額は、478,318円となり、前年度と比較して約48.7％の減少となった。

■年度別運賃収入

●年度別運賃収入
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令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績

○ 1日平均利用者数は、前年度と比較して大幅に減少した。時期を見ると4月と5月、1月と2月の緊急事態宣言期
間中は、特に減少している。

■1日平均利用者数

●１日平均利用者数
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令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績

○ 曜日別に見ると、すべての曜日で利用者が減少しており、月曜日、水曜日、金曜日の利用が、特に減少して
いる。

■曜日別利用者数

●曜日別利用者数
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令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績

○ コース別に見ると、すべての曜日で利用者が減少している。

■コース別利用者数

●コース別利用者数
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令和２年度コミュニティバス（ふれあいバス）利用実績

○ 昨今の少子高齢化・人口減少による利用者の減少や運転士不足等による運行時間の制限など、交通事業者を
取り巻く環境は非常に厳しくなっている。そのような中、人口減少、高齢化の進展を見据え、コミュニティ
バス「ふれあいバス」をはじめとする町内の公共交通ネットワークのあり方を定め、利用者のニーズに合っ
た路線に見直すことで、利便性の向上、持続可能な地域交通ネットワークの形成を目指した「猪名川町地域
公共交通ネットワーク見直し方針」を令和元年度策定しており、本町の実情や今後の社会状況に即した持続
可能な公共交通の確保を図っていく中で、コミュニティバスをはじめとする町交通網のあり方について、交
通結節点の可能性や料金体系のあり方などを検討し、利用者のニーズに合った路線に見直すことで、利便性
の向上、持続可能な地域交通の形成を目指していく。

■まとめ
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【参考】新型コロナウイルス感染症の影響

○ 令和元年（2019 年）12 月から全世界に広まった新型コロナウイルス感染症は、わが国においても日常生活
に様々な影響を及ぼしている。感染防止のため人々の外出機会が減少するとともに、地域間の移動も減少し
ている。また、海外からのインバウンド観光客は激減している。

○ このような影響により、公共交通では利用者減少による交通事業者の経営状況の悪化が生じている。公共交
通機関の輸送人員を前年同期と比較すると、近畿運輸局管内においては、緊急事態宣言期間の５月は50.5％
と大きく減少し、緊急事態宣言の解除後も前年度の70～80％台で推移して、2度目の緊急事態宣言期間におい
て、再び減少している。

○ 新型コロナ危機の収束後もライフスタイルの多様化（テレワークやオンライン会議の普及、ネットショッピ
ング、デリバリー利用の増加など新たな働き方やサービス提供の動き等）が進み、公共交通の利用形態や需
要に変化が起こる可能性がある。

●近畿運輸局管内のコロナ禍における路線バスの輸送状況（前年同月比）

※国土交通省近畿運輸局資料、内閣官房HP、国土交通省観光庁HPをもとに作成
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新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言

（令和2年4月7日～5月25日）
GO TO トラベル事業（7月22日～）

新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言

（令和3年1月14日～2月28日）

令和3年

（2021年）


